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   Ｇ０６Ｆ    9/32     ３２０Ｆ
   Ｈ０３Ｍ   13/41     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月16日(2016.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のレジスタ、第2のレジスタ、および第3のレジスタを特定する命令を記憶するメモ
リを備える装置であって、プロセッサによって前記命令が実行されると、
　前記プロセッサによって、前記第1のレジスタからの第1の値を、前記第2のレジスタか
らの第2の値に加算するようにベクトル加算演算が行われ、
　前記第3のレジスタからの第3の値から、前記第2の値を減算するようにベクトル減算演
算が行われ、
　前記ベクトル加算演算の結果を、前記ベクトル減算演算の結果と比較するようにベクト
ル比較演算が行われる、
　装置。
【請求項２】
　前記プロセッサによって前記命令が実行されると、ベクトル選択演算が行われて、
　前記ベクトル比較演算に基づいて、前記ベクトル加算演算の前記結果、または前記ベク
トル減算演算の前記結果を選択し、
　前記選択結果を用いて前記第1のレジスタを更新する、
　請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　前記ベクトル加算演算の前記結果が、前記ベクトル減算演算の前記結果より大きいとき
は、前記ベクトル加算演算の前記結果が選択され、前記ベクトル減算演算の前記結果が、
前記ベクトル加算演算の前記結果より大きいときは、前記ベクトル減算演算の前記結果が
選択される、請求項2に記載の装置。



(2) JP 2016-517577 A5 2017.1.5

【請求項４】
　前記選択結果が前記ベクトル加算演算の前記結果であるときは、デコーダは偶数先行状
態への遷移を決定し、前記選択結果が前記ベクトル減算演算の前記結果であるときは、前
記デコーダは奇数先行状態への遷移を決定する、請求項3に記載の装置。
【請求項５】
　前記ベクトル加算演算、前記ベクトル減算演算、前記ベクトル比較演算、および前記ベ
クトル選択演算が、同じ実行サイクルの間に行われる、請求項2に記載の装置。
【請求項６】
　前記命令が記憶位置をさらに特定し、前記ベクトル比較演算の結果は前記記憶位置に記
憶される、請求項1に記載の装置。
【請求項７】
　前記記憶位置が前記第1のレジスタに対応する、請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　前記第1の値がデコーダのパスメトリック値の第1の組であり、前記第2の値がブランチ
メトリック値であり、前記第3の値がパスメトリック値の第2の組である、請求項1に記載
の装置。
【請求項９】
　前記デコーダがビタビデコーダである、請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記命令および第2の命令を含む、超長命令語(VLIW)パケットをさらに備える、請求項1
に記載の装置。
【請求項１１】
　命令を実行する方法であって、前記方法が
　第1のレジスタ、第2のレジスタ、および第3のレジスタを特定する前記命令を受け取る
ステップと、
　プロセッサによって前記命令を実行するステップであって、
　　前記第1のレジスタからの第1の値を、前記第2のレジスタからの第2の値に加算して、
第1の結果を生成するステップと、
　　前記第3のレジスタからの第3の値から、第2の値を減算して、第2の結果を生成するス
テップと、
　　前記第1の結果を前記第2の結果と比較するステップと
　を含む、前記命令を実行するステップと
　を含む命令を実行する方法。
【請求項１２】
　前記命令を実行するステップが、
　前記第1の結果を前記第2の結果と比較するステップに基づいて、前記第1の結果または
前記第2の結果を選択するステップと、
　前記選択結果を用いて前記第1のレジスタを更新するステップと
　をさらに含む、請求項11に記載の命令を実行する方法。
【請求項１３】
　前記第1の結果が前記第2の結果より大きいときは、前記第1の結果が選択され、前記第2
の結果が前記第1の結果より大きいときは、前記第2の結果が選択される、請求項12に記載
の命令を実行する方法。
【請求項１４】
　前記第1の値を前記第2の値に加算するステップ、前記第3の値から前記第2の値を減算す
るステップ、前記第1の結果を前記第2の結果と比較するステップ、および前記第1の結果
または前記第2の結果を選択するステップが、同じ実行サイクルの間に行われる、請求項1
3に記載の命令を実行する方法。
【請求項１５】
　前記命令が記憶位置をさらに特定し、前記命令を実行するステップが、前記第1の結果
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を前記第2の結果と比較するステップの結果を前記記憶位置に記憶するステップをさらに
含む、請求項11に記載の命令を実行する方法。
【請求項１６】
　前記第1の値がデコーダのパスメトリック値の第1の組であり、前記第2の値がブランチ
メトリック値であり、前記第3の値がパスメトリック値の第2の組である、請求項11に記載
の命令を実行する方法。
【請求項１７】
　前記デコーダがビタビデコーダである、請求項16に記載の命令を実行する方法。
【請求項１８】
　前記命令および第2の命令を含む、超長命令語(VLIW)パケットを受け取るステップをさ
らに含む、請求項11に記載の命令を実行する方法。
【請求項１９】
　第1のレジスタ、第2のレジスタ、および第3のレジスタを特定する命令を記憶するため
の手段と、
　前記命令を実行するための手段であって、
　　前記第1のレジスタからの第1の値を、前記第2のレジスタからの第2の値に加算して、
第1の結果を生成するための手段と、
　　前記第3のレジスタからの第3の値から、第2の値を減算して、第2の結果を生成するた
めの手段と、
　　前記第1の結果を、前記第2の結果と比較するための手段と
　を備える、前記命令を実行するための手段と
　を備える装置。
【請求項２０】
　前記加算するための手段がベクトル加算器を含み、前記減算するための手段がベクトル
減算器を含み、前記比較するための手段が比較器を含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２１】
　前記命令を実行するための手段が、同じ実行サイクルの間に、前記第1の値を前記第2の
値に加算し、前記第3の値から前記第2の値を減算し、前記第1の結果を前記第2の結果と比
較するように構成される、請求項19に記載の装置。
【請求項２２】
　プロセッサによって実行されたときに、前記プロセッサに、
　第1のレジスタ、第2のレジスタ、および第3のレジスタを特定する単一命令を受け取ら
せ、
　前記単一命令を実行させる、
　プログラムコードを含む、コンピュータ可読記憶媒体であって、
　前記単一命令を実行することは、
　　前記第1のレジスタからの第1の値を、前記第2のレジスタからの第2の値に加算して、
第1の結果を生成し、
　　前記第3のレジスタからの第3の値から、第2の値を減算して、第2の結果を生成し、
　　前記第1の結果を前記第2の結果と比較すること
　を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記単一命令を実行することが、
　前記第1の結果を前記第2の結果と比較することに基づいて、前記第1の結果または前記
第2の結果の1つを選択すること、および
　前記選択結果を用いて前記第1のレジスタを更新すること
　をさらに含む、請求項22に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記第1の値を前記第2の値に加算すること、前記第3の値から前記第2の値を減算するこ
と、前記第1の結果を前記第2の結果と比較すること、および前記第1のレジスタを更新す
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ることが、同じ実行サイクルの間に行われる、請求項23に記載のコンピュータ可読記憶媒
体。
【請求項２５】
　前記単一命令を実行することが、前記第1の結果を前記第2の結果と比較することの結果
を記憶位置に記憶することをさらに含む、請求項22に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　前記単一命令を実行することは、前記プロセッサが、単一実行サイクルの間に複数のビ
タビパスに対応する複数の先行状態を処理することを可能にする、請求項22に記載のコン
ピュータ可読記憶媒体。
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